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０７高工土問―１ 

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験 

 高校工業（土木）  

※解答はすべて解答用紙の該当欄に記入すること。 

 
 

 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説について、以下の各問いに答えよ。 
 
 

問１ 次の文は平成30年７月告示の高等学校学習指導要領解説 工業編「第２章 第１節 工業技術

基礎 第１ 目標」である。（ ① ）～（ ③ ）に入る適切な語句を語群からそれぞれ１つ

ずつ選び、記号で答えよ。 

 

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・（ ① ）な学習活動を行うことなどを通して、

工業の諸課題を適切に解決することに必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

（１）工業技術について工業のもつ（ ② ）な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえ

て理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（２）工業技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を養う。 

（３）工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び、工業の発展に（ ③ ）

かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

［語群］ 

ア．社会的   イ．主体的   ウ．技術的   エ．合理的   オ．体験的 

カ．科学的   キ．体系的 

 

 

問２ 次の文は平成30年７月告示の高等学校学習指導要領解説 工業編「第２章 第１節 工業技術

基礎 第２ 内容とその取扱い」の一部である。（ ① ）～（ ③ ）に入る適切な語句を語

群からそれぞれ１つずつ選び、記号で答えよ。（順不同可） 

 

１ 内容の構成及び取扱い 

 この科目は、目標に示す資質・能力を身に付けることができるよう、（１）（ ① ）、

（２）（ ② ）、（３）（ ③ ）の三つの指導項目で、２～４単位程度履修されること

を想定して内容を構成している。（略） 

 

［語群］ 

ア．製図の役割      イ．社会生活と工業材料  ウ．人と技術と環境 

エ．産業社会と情報技術  オ．加工技術       カ．工業管理技術の概要 

キ．生産の仕組み     ク．環境と産業      ケ．安全管理と環境管理 

  

１ 



０７高工土問―２ 











 
 次の各問いに答えよ。ただし、解答の分母に根号を含む場合、有理化すること。 

 
 

問１ ６個の文字ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆから４個の文字を選ぶとき、その選び方は何通りあるか求

めよ。 

 

 

 

問２ x＝
1

√3+√2
、y＝

1

√3−√2
のとき、x＋y の値を求めよ。 

 

 

 

 

問３ V は r の関数である。なお、πは定数である。          を r について微分した    を求めよ。 

 

 

 

 

問４ log3５×log5７×log727の値を求めよ。 

 

 

 

 

問５ 電流１μＡは何ｍＡとなるか求めよ。 

 

 

 

 

問６ 力の組立単位［Ｎ］をＳＩ基本単位で表すとどうなるか。適切なものを１つ選び、記号で答 

えよ。 

 

ア．ｍ２・ｓ／ｋｇ  イ．ｋｇ・ｓ／ｍ２  ウ．ｋｇ・ｓ２／ｍ  エ．ｋｇ・ｍ／ｓ２ 

 

 

 

問７ 物品の形状、構造又は組合せに係る考案に関する権利を何というか。適切なものを１つ選び、

記号で答えよ。 

 

ア．意匠権    イ．特許権    ウ．著作権    エ．実用新案権 

 

 

 

問８ コンピュータ支援による設計方式とコンピュータ支援による製造方式を統合した生産方式の

システム名称として適切なものを１つ選び、記号で答えよ。 

 

ア．ＣＩＭ    イ．ＣＡＤ／ＣＡＭ    ウ．ＣＡＭ    エ．ＰＯＳ 

 

  

２ 



０７高工土問―３ 

 
 測量に関する次の各問いに答えよ。 

 
 

問１ 次の文の( ① )～( ⑤ )に入る適切な語句を語群からそれぞれ１つずつ選び、記号で答え

よ。ただし、同一番号には同一語句が入る。 

（１）測量を目的により分類する場合において、すべての測量の基準となる基準点を設置する測量

を( ① )という。 

（２）平面位置の基準点には三角点・（ ② ）・公共基準点などがある。これらの点は、トータル

ステーションやＧＮＳＳなどで測量し、設置されている。 

（３）建設工事の水準測量では、主要国道に配置された高さのみの基準となる（ ③ ）をもとに

測量を行う。 

（４）ＧＮＳＳを用いた測量をＧＮＳＳ測量といい、精度や測量方法によって、単独測位方式と

（ ④ ）に大別される。ＧＮＳＳ測量では、主として（ ④ ）が用いられる。 

（５）トラバースとは、ある地域を測量する場合の骨組の一種であり、測量に必要な測点を定め、

順次、測線を結んで（ ⑤ ）となったものをいう。 

 

 

ア．写真測量   イ．河川測量   ウ．基準点測量   エ．電子基準点 

オ．水準点    カ．曲線     キ．相対測位方式  ク．折れ線   

 

 

  

３ 

語 群 



０７高工土問―４ 

問２ 次の図のように新点Ａの標高を求めるため、新点Ａからトータルステーションで既知点Ｂに設

置した反射鏡中心の鉛直角観測と距離測定を行い、表の結果を得た。このとき、新点Ａの標高ＨＡ

を求めよ。ただし、両点とも偏心はなく、距離は補正済であり、既知点Ｂの標高は４２０．００ｍ、

両差は０．１０ｍとする。また、解答が小数になる場合は小数第３位を四捨五入して小数第２位

まで答えよ。 

 

 

 

既知点Ａにおける観測 

高低角αＡ １０°１０′００″ 

斜距離Ｌ ５００．００ｍ 

点Ａの器械高ｉＡ   １．２０ｍ 

点Ｂの測標高ｆＢ   １．５０ｍ 

 

  



０７高工土問―５ 

問３ 次の図は、閉合トラバースの測量結果をＸ座標・Ｙ座標で図示したものである。閉合トラバー

スの面積を座標による方法により求めよ。ただし、解答が小数になる場合は小数第２位を四捨五

入して小数第１位まで答えよ。 

 



 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 

 

観測点 Ｘ座標［ｍ］ Ｙ座標［ｍ］ 

Ａ －５．００ １０．００ 

Ｂ １５．００ １０．００ 

Ｃ １０．００ ４０．００ 

Ｄ －５．００ ４０．００ 

 

  



０７高工土問―６ 

問４ 道路計画において、次の図のような単心曲線の設置を行うことにした。ＢＣからＥＣまでの弦長Ｃ

を求めよ。ただし、曲線半径Ｒを１５０ｍ、交角Ⅰを９２°とし、解答が小数になる場合は小数第２

位を四捨五入して小数第１位まで答えよ。 

  

ＢＣ

ＩＰ

ＥＣ

Ｏ

Ｉ

Ｃ

Ｉ

Ｒ１５０ｍ
Ｒ１５０ｍ



０７高工土問―７ 

 
 土木基盤力学（水理学・土質力学）に関する次の各問いに答えよ。 

 
 

問１ 水理学に関する次の記述について、（ ① ）～（ ③ ）に入る適切な語句を語群からそれ

ぞれ１つずつ選び、記号で答えよ。ただし、同一番号には同一語句が入る。 

定常流が流れる流管では、摩擦などによるエネルギー損失を無視すると、流管の任意の断面に

おける水の持つエネルギーは、（ ① ）から一定でなければならない。水の流れに（ ① ）

をあてはめると、断面によって各水頭が変化してもその和は常に一定である。この関係を完全流

体における（ ② ）という。 

（ ② ）を具体的に説明すると、流管の任意の断面において、速度水頭、位置水頭、（ ③ ）

の総和が一定となる関係を示している。 

 
 

ア．エネルギー保存の法則   イ．アルキメデスの原理   ウ．ベルヌーイの定理 

エ．損失水頭         オ．ピエゾ水頭       カ．圧力水頭 

 

 

問２ 容器に容積Ｖ＝１５ｍ３の油が充填されている。この油の質量はｍ＝１３．５ｔであった。この油

の密度σ［ｋｇ／ｍ３］を求めよ。 

 

問３ 次の図の水圧機において、ピストンＡの断面積Ａ１＝１０ｃｍ２、ピストンＢの断面積 

Ａ２＝４０ｃｍ２としたとき、ピストンＢにある質量ｍ＝６０ｋｇの物体を持ち上げるために必要

なピストンＡの力Ｐ［Ｎ］を求めよ。ただし、重力加速度ｇ＝９．８ｍ／ｓ²であるとする。 

    

 

４ 

語 群 



０７高工土問―８ 

問４ 次の図のように、一辺が２ｍの立方体のコンクリートブロックが水面下Ｈ２＝６ｍの位置に置

かれている。水の密度ρ＝１０００ｋｇ／ｍ³、重力加速度ｇ＝９．８ｍ／ｓ²であるとして、こ

のコンクリートブロックの鉛直平面に作用する全水圧Ｐ［ｋＮ］を求めよ。 

 

  
 



０７高工土問―９ 

問５ 次の（１）～（４）の語句と最も関係の深い語句を語群からそれぞれ１つずつ選び、記号で答

えよ。 

 

（１）液状化 

（２）標準貫入試験 

（３）限界動水勾配 

（４）締固め試験 

  

 

ア．Ｎ値       イ．クイックサンド   ウ．粒径加積曲線   エ．最適含水比 

オ．過剰間げき水圧 
 

 

問６ 次の基礎に関する記述が正しければ「〇」、明らかに間違っている場合は「×」で答えよ。 

（１）基礎には、浅い基礎と深い基礎があり、フーチング基礎とべた基礎は深い基礎である。 

（２）摩擦杭は、杭の全長にわたる地盤との周面摩擦力によって、上部構造物の荷重を支える。 

（３）テルツァギの支持力算定式は、主に、深い基礎の支持力を求める場合に用いる。 

 

問７ ある飽和粘土について、一軸圧縮試験を行ったところ、一軸圧縮強さはｑu＝７２ｋＮ／ｍ²と

なった。この飽和粘土のせん断強さｓ［ｋＮ／ｍ²］を答えよ。 

  

語 群 



０７高工土問―１０ 

 
 土木構造設計に関する次の各問いに答えよ。 

 
 

問１ 図１の単純梁について次の各問いに答えよ。ただし、解答が小数になる場合は小数第２位を四

捨五入して小数第１位まで答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

 

 

（１）点Ｃに集中荷重Ｐ＝１０ｋＮとモーメント荷重Ｍ＝１０ｋＮ･ｍが作用したときの支点反力

ＲＡ[ｋＮ]及びＲＢ[ｋＮ]の大きさを求めよ。 

（２）せん断力の符号が変わる点は、支点Ａから何[ｍ]の位置か答えよ。 

（３）図１の単純梁の曲げモーメント図の概形を正しく表しているのはどれか。図２のア～エから

１つ選び、記号で答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

  

５ 

 ＲＡ ＲＢ

５ｍ

Ａ Ｂ
 Ｃ

Ｐ＝１０ｋＮ

　Ｍ＝１０ｋＮ・ｍ

２ｍ ３ｍ



０７高工土問―１１ 

問２ 次の図のような長方形を組み合わせた左右対称の断面について、ｘ軸からこの組み合わせ断面

の図心Ｇまでの距離ｙＧ［ｍｍ］を求めよ。ただし、解答が小数になる場合は小数第２位を四捨

五入して小数第１位まで答えよ。 

 

 

 

 

  

Ｇ

ｙ

ｙ

Ｘ Ｘ

ｎｘ ｎｘ

４０ｍｍ

３０ｍｍ

６０ｍｍ

１０ｍｍ

１００ｍｍ

４０ｍｍ

ｙＧ

５ｍｍ



０７高工土問―１２ 

問３ 次の橋の耐震設計に関する記述が正しければ「〇」、明らかに間違っていれば「×」で答えよ。 

（１）地震により地盤が水平方向に水平加速度を受けると、その地盤上の構造物は、慣性の作用に

より水平加速度と同一方向の水平力を受ける。 

（２）地震の影響によって構造物および地盤に作用する動的な慣性力を、震度を用いた静的な荷重

に置き換えて耐震性能の照査を行う方法を震度法という。 

（３）地震による橋の被害は、一般的に橋脚や基礎などの下部構造に多く、支承を除く主桁などの

上部構造が直接地震により被害を受けることは比較的少ない。 

 

 

問４ 次の単鉄筋長方形梁の鉄筋構造の記述の（ ① ）～（ ④ ）に入る適切な語句を語群から

それぞれ１つずつ選び、記号で答えよ。ただし、同一番号には同一語句が入る。 

 

単鉄筋長方形梁の鉄筋構造は、（ ① ）、（ ② ）、（ ③ ）、（ ④ ）で構成され

ている。（ ① ）は、曲げモーメントによって生じる引張応力を受けもつ鉄筋である。（ ② ）

は、（ ① ）を曲げ上げ、せん断力に対して抵抗するように配置した鉄筋である。（ ③ ）

は、（ ① ）に直角または直角に近い角度をなすように、（ ① ）を取り囲み、せん断力に

対して抵抗するように配置した鉄筋である。（ ② ）と（ ③ ）を総称してせん断補強鉄筋

と呼んでいる。（ ④ ）は、（ ③ ）などの位置を正確に確保するために配置した比較的細

い鉄筋である。 

 
 

ア．軸方向鉄筋   イ．引張鉄筋   ウ．スターラップ   エ．配力鉄筋   

オ．折曲げ鉄筋   カ．帯鉄筋    キ．組立用鉄筋 

 

 

問５ 次の文の（ ① ）、（ ② ）に入る適切な語句を語群からそれぞれ１つずつ選び、記号で

答えよ。 

 

（１）橋の下部構造のうち、（ ① ）は、橋の両端に配置される基礎の部分である。 

（２）橋の長さを表す用語のうち、（ ② ）は、主桁の支承中心間の距離である。 

 

 

ア．橋台   イ．橋脚   ウ．橋長   エ．桁長   オ．支間長 

 

 

  

語 群 

語 群 



０７高工土問―１３ 

 
 土木施工・社会基盤工学に関する次の各問いに答えよ。 

 
 

問１ 次の（１）～（４）の工程表について、内容に合うものを語群からそれぞれ１つずつ選び、記

号で答えよ。 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．ネットワーク式工程表   イ．出来高累計曲線   ウ．バーチャート 

エ．グラフ式工程表      オ．ガントチャート   カ．斜線式工程表 

 

６ 

語 群 



０７高工土問―１４ 

問２ 次のコンクリートに関する記述が正しければ「〇」、明らかに間違っている場合は「×」で答

えよ。 

（１）フレッシュコンクリートを２層以上に分けて打ち込む場合に、打ち重ねに時間がかかるとコ

ールドジョイントが発生することがある。 

（２）フレッシュコンクリートのコンシステンシーは、一般にスランプ試験によって評価される。 

（３）コンクリートの配合は、所要のワーカビリティーが得られる範囲内で、可能な限り単位水量

を多くするのが原則である。 

（４）型枠を取り外す順序は、最初に力を大きく受ける重要な部分を取りはずし、その後、力を受

けにくい部分を取りはずしていくのが一般的である。 

 

 

問３ 地山を掘削して、２０００ｍ³の盛土を造成する工事を計画している。Ｌ＝１．２５（ほぐした

土量［ｍ³］／地山の土量［ｍ³］）、Ｃ＝０．８（締め固めた地山土量［ｍ³］／地山の土量 

［ｍ³］）であるとして次の問いに答えよ。  

（１）造成工事に必要な地山土量［ｍ³］を求めよ。 

（２）造成工事に必要な運搬土量［ｍ³］を求めよ。 

 

 

問４ 下表に示すコンクリートの配合について、以下の各問いに答えよ。ただし、解答が小数になる

場合は小数第２位を四捨五入して小数第１位まで答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）このコンクリートの水セメント比（Ｗ／Ｃ）［％］を求めよ。 

（２）このコンクリートの細骨材率（ｓ／ａ）［％］を求めよ。 

 

 

問５ 次の社会基盤工学に関する記述が正しければ「〇」、明らかに間違っている場合は「×」で答

えよ。 

（１）パーソントリップ調査は、地震発生時の帰宅困難者の推計に活用できる。 

（２）交通容量とは、ふつうの運転技術をもった運転者が、快適・安全に走行できる速度のことで

ある。 

（３）基本高水は、河川の治水計画の基準となる洪水流量である。 

（４）水と緑のある街づくり、防災を考えた街づくりを推進するために、ウォーターフロントや大

深度地下の開発が進められている。 

 

単位量［ｋｇ／ｍ³］ 

水 セメント 細骨材 粗骨材 ＡＥ減水材 

１５３ ３４０ ７２０ １１００ ０．６５ 


